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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１７年　９月　２９日　（木）

　　司会　佐々木　健之　　　　記録　熊野　真希子　

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高橋則
	高　森
	岩　藤
	大　坂　
	太　田
	スバベイ
	松　坂

	準夜
	○
	公休
	検査
	準夜
	○
	○
	深夜
	公休
	○

	白　山
	田　島
	池　田
	木　村
	赤坂真
	小　舘
	熊　野
	久　保
	川守田
	下平

	公休
	公休
	公休
	公休
	深夜
	公休
	○
	○
	学校
	○

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・本日４病院合同研修が八戸市公民館にて19：00～20：30からあります。
・ＳＳＴの総括ですが、書き方として、どういう介入をしてそれに対して患者様がどのような反応をしたのか、又、改善点を挙げ、今後にどのようにつなげていくかなど、具体的に記入するようにして下さい。

・浅野秀子様～２７日、夜間帯自室にて転倒され、右足背の腫張あります。レントゲン検査施行されていますが、異常はありませんでした。アスモロール200ｇ(２袋)処方となっています。１日２回貼って下さい。今週は入浴禁止ですが、本人がどうしても入浴したいと言われたら入浴しても良いとの事です。運動も次回診察まで禁止です。　

・小坂君子様～多飲傾向軽減されてきたので、体重測定は１回/１ｗで良いそうです。

・横山耕生様～青山荘へ１０月中に入所できるように、川端Dr.が申請書を来週あたり

　　　　　　　記入したいとの事です。ご本人は変わらず不安感を訴えられています。

　　　　　　　その際には何が原因なのか考えて頂きましょう。そして、やってみなければ分からない、先々にある不安よりも目の前にある目標を達成出来るよう伝え、スタッフ間で統一した対応をしましょう。　　　　　　　

・村上元道様～退院の事を考え、本日14：00より知能テストを行っています。

・木村梅子様～状態不安定な為、ジプレキサ(１０)１Ｔ１×/ｖｄｓ追加処方となっています。主治医指示により、しばらくの間内服薬はスタッフ管理となります。

・佐々木淳様～不機嫌となる事ある為、セロクエル(１００)７Ｔ(１－１－１－４)、セロクエル(２５)(１－０－１－０)増量となっています。ふらつきに注意し、不機嫌さ等の状態観察をしていきましょう。

・江刺家恵子様～１０月３日、11：30に青森の装具屋が装具点検に来るそうです。

＜リスクマネージメント＞

◎転倒

・転倒とは？

⇒何かの原因により誤って転倒し外傷やケガ等が起こる事。

・具体例

⇒床の水濡れにより滑って転倒。

　　てんかん発作により転倒。

　　歩行障害があり転倒。

　　段差につまずき転倒。

　　階段の昇降時に転倒。

・原因

⇒精神薬の副作用によるふらつき。

　　高齢による歩行障害。

　　自分の足に不適切な履物。

　　環境変化への不適応。

・予防と対策

⇒環境整備（障害物の除去、床の水濡れをなくす）

　　その患者様に合った履物を履いて頂く。

　　誰が何処にいるのか把握しておく。（死角に注意する。）

　　スタッフ間の情報交換を蜜にする。

　　転倒の可能性がある患者様をリストアップし注意する。

・事故発生時の対応

⇒意識、外傷等の状態確認。外傷がなくても体内の損傷がある場合も考えられる為、

　状況に応じバイタルサインチェックする。

　必要な処置を行い、状況に応じ医師の指示を受ける。

　事故報告書、ｍ－ＳＥＬＬ分析作成。

◎転落

・転落とは？

⇒何らかの状況により転落しケガなどの損傷が生じる事。

・具体例

　⇒睡眠中、動いてベットから転落。

　　ベットから立ち上がる際に転落。

　　階段から足を踏み外し転落。

　　手すりのない椅子から転落。

・原因

　⇒精神薬の副作用によるふらつき。

　　睡眠不足。

　　ベットの高さが適切ではない。

　　ベット柵の不備

・予防と対策

　⇒患者様に合ったベットの高さにする。その患者様に対しリスクの低い高さにする。

　　精神薬の作用についてよく理解しておく。

　　患者様の状態を把握し、スタッフ間の情報交換を密にする。

　　転落の可能性がある患者様をリストアップし、注意する。

・事故発生時の対応

　⇒転倒と同じ。

　

　


































